
L
、
子
山
仰
の
岱
に
mMT
間
腕
を
設
け
し
め
、
凶
史
新
諭
・
一

回
天
山
川
山
千
潟
邸
志
略
容
の
市出
を
講
じ
、
動
一
十
一
の
芯
一

匁
を
鼓
仰
す
る
と
共
に
、
内
外
の
形
勢
に
油
関
せ
し

一

め
ん
と
企
て
た
o
m間
後
之
布
、
不
破
白
太
郎
等
諸
士

一

と
共
に
椛
論
を
命
館
に
務
総
ナ
ベ
く
奔
走
し
、
同
志

一

一
制
附
惣
助
の
提
山
山
中
な
る
に
抑
ら
ず
、
之
を
紡
う
て

一

樹
滅
す
る
所
あ
っ
た
錦
、
元
治
苅
年
・の
鐙
に
、
入
且

一

十
六
日
滞
は
之
布
を
永
川
主
人
罰
禁
牢
と
す
る
こ
と

一

を
命
じ
た
。
是
を
以
て
之
布
は
航
山
三
左
衛
門
除
平

一

の
邸
に
剣
ぜ
ら
れ
た
が
、
明
治
泊
年
三
且
サ
三
日
大

一

散
令
に
依
っ
て
宥
さ
れ
、
周
年
北
越
の
役
に
揖
仙
の
探
一

的
と
し
て
従
ほ
し
、
二
年
並
月
士
新
に
納
入
、
後
文

一

郎

・
司
法
二
信
の
印
刷
官
を
終
、
佼
間
前
旧
家
の
編
修

一

に
従
ひ
、
三
F1
一
年
=
一
且
刑
ご
日
聞
出
し
た
。
平
年
六
一

十
九
。
こ
の
日
特
回
目
を
以
て
従
六
枕
に
叙
せ
ら
れ
た
。

一

加
れ
滞
助
主
始
末
・郎
防
抽
出
一文
の
若
が
あ
る
。
一

ノ
グ
ラ
箆
底

矢
の
箆
竹
を
牧
め
る
h
H
障
が
あ

一

っ
た
加
で
、
閉
山
利
長
V
〈
は
利
仰
の
時
代
に
初
っ
た

一

の
で
あ
ら
う
。
こ
の
地
見
氷
十
四
年
以
前
阪
に
的
お
一

が
あ
白
、
射
子
の
子
弟
に
練
討
せ
し
め
、
弓
足
踏
に

↑

も
一
ヶ
月
七
次
の
い
制
射
を
行
は
し
め
た
。
箆
陀
で
は

一

文
谷
川悦の
仙
仲
間
が
で
き
、
的
却
で
は
箆
竹
も
舵
剛
山
せ

一

ら
.れ
た
が
、
城
内
三
，
丸
の
抽
柑
古
が
が
聞
か
れ
る
に

一

及
び
、
箆
出
仰
の
総
討
は
止
ん
だ
。
こ
の
頃
峨
は
後
に

一

枇
約
似
の
聞
か
れ
る
所
で
あ
る
。

一

ノ
ゲ

野
毛

滞
政
の
時
、
山
地
に
し
て
倒
木
な

一

〈
、
出μ
・
山
川
の
み
を
生
じ
、
山
役
銭
を
徴
牧
せ
ら
れ

一

る
地
を
い
ふ
。
若
L

ζ

L
に
雑
木
を
生
ず
る
に
↑申出
れ

一

ば
柴
山
と
郁
L
、
箆
に
民

M
を
有
す
る
時
は
百
姓
持

一

林
と
い
う
た
。

一

ノ
コ
ギ
リ
ザ
キ

錦
崎

回
京
都
皆
且
な
る
深
浦
一

の
東
方
を
限
る
小
削
で
、
全
部
断
岩
よ
り
成
。
、
そ
一

の
鰍
窓
側
耐
剛
山
肌
を
な
す
が
政
に
名
づ
け
る
。

を
受
け
、
年
制
及
び
聞
出
附
酬
の
阪
に
は
域
城
し
て
御
能

を
勤
め
た
。
こ
れ
は
士
分
の
符
越
で
あ
っ
た
。
又
在

金
持
の
諸
椀
・披
育
雨
大
夫
は
、
御
歩
取
の
符
越
で
、

十
人
扶
持
を
栄
け
て
ゐ
た
。
そ
の
他
の
役
者
は
多
く

=
一
人
扶
持
で
あ
っ
た
。

ノ
グ
チ
ゴ
ロ
ザ
エ
モ
ン

野
口
五
罰
則
左
衛
門
大

出
寺
侯
前
町
利
玖
が
削
金
持
に
ゐ
た
時
、
元
総
六
年

六
月
そ
の
抱
司
役
と
な
り
、
次
い
で
大
明
寺
に
随
従

し
、
拠
御
用
人
に
任
ぜ
ら
れ
て
脳
出掛
に
安
川
し
た
。

ノ
グ
チ
サ
へ
イ
ジ

野
口
左
手
次

円四
山
大
帥間以

玄
に
仕
へ

、
大
坂
一
円
役
に
大
脇
の
交
桔
を
助
げ
、
凶

っ
て
良
力
と
な
り
、
正
保
四
年
小
松
に
て
M
印
刷
出
制
に

進
み
、
二
刊
行
を
似
は
っ
た
。
ば
治
苅
年
間
目
。
子
孫

滞
に
川
製
す
る
。

ノ
グ
チ
シ
ゲ
モ
ト

野
口
章一元

泊
群
般
太
郎
・五

郎
左
衛
門
。
見
文
二
年
文
左
年
次
誠
肪
の
治
知
二
斤

石
を
裂

g
、
後
刊
行
を
加
へ

、
山
子
保
二
年
間
脱
し
た
。

ノ
グ
チ
ヒ
ョ
ウ
ブ

野
口
E
一部

大
思
寺
務
士
o

v〈
は
五
郎
左
九
閉
門
。
貸
永
三
年
前
川
刺
訴
の
側
小
姓

と
な
っ
て
、合
力
米
三
十
依
外
七
人
扶
持
・衣
服
料
金

一
一十
五
耐
を
得
、
七
年
利
口
の
大
明
寺
に
入
る
に
及

ん
で
之
に
従
ひ
、
談
出
し
て
平
保
十
七
年
十
二
且
に

は
知
行
千
石
の
御
家
老
に
な
っ
た
。
然
る
に
貸
出
川
四

年
十

一
且
」
怖
が
拡
府
の
=
一
州
吉
川
続
突
科
助
役
に
不

肖
陪
で
あ
っ
た
民
、
丘
(
郎
は
加
れ
滞
よ

b
m民
を
命

ぜ
ら
れ
、
家
料
H

知
行
刊
五
十
石
を
減
じ
、
・蓬
胞
と
改

め
、
五
年
間
且
六
十
践
を
以
て
波
し
た
。
兵
部
の
臓

に
在
る
時
、
勢
凶
同
組
ぷ
・
も
の
な
〈
、
限
巾
に
人
な
き

如
く
で
あ
っ
た
と
い
か
。

ノ
グ
チ
ユ
キ
ノ
プ

野
口
之
布

泊
都
斧
育

・
和

紙
、
訴
は
之
布
、
宇
は
士
政
、

m鴎
と
鋭
し
た
。

加

賀
滞
の
老
臣
杭
山
氏
に
仕
へ
、
珂
延
一
元
年
昌
平
裂
に

m
m
ん
で
阿
る
に
及
び
、
家
辛
平
出
茜
左
術
門
に
開
山椛

ノ
ク
ー
ー
ノ
シ

ノ
コ
ギ
リ
ピ
キ

鍔
引

制
引
の
刑
は
見
永
二
十

年
に
行
は
れ
た
例
が
あ
る
。
能
架
部
小
松
の
潟
廻
の

士
宮
部
粥
三
右
衛
門
の
下
緋
十
四
歳
な
る
も
の
が
、

脇
刺
を
以
て
主
人
を
殺
し
た
非
に
よ
り
、
今
江
の
松

原
で
竹
m舶を
以
て
引
殺
し
、
そ
の
死
院
を
際
刑
に
催

し
た
の
は
そ
れ
で
あ
る
。

ノ
ザ
カ
サ
ダ
カ
ツ

野
坂
貞
勝

沼
都
六
郎

・
忠

太
夫
。

初
め
新
番
と
な
り
、
天
明
五
年
新
知
百
五
十

石
を
得
て
折
番
小
頭
に
池
み
、
見
政
三
年
一
五
十
石
を

加
へ
、
組
外
に
列
L
、
新
御
駅
宅
御
用
人
・奥
御
納
戸

奉
行
等
に
惟
任
し
た
。

ノ
ザ
カ
シ
ョ
ウ
ダ
ツ
野
坂
章

達

初

め
御
訪
中
士

よ
り
出
で
、
平
保
十
二
年
御
窃
主
一聞と
し
て
薪
知
七

十
行
を
受
け
、
十
九
年
六
十
六
段
を
以
て
奴
。
そ
の

子
粥
太
夫
に
主
っ
て
組
外
に
悲
み
、
子
係
樹
綴
い
で

滞
に
仕
へ
る
。

ノ
ザ
キ

野
崎

阻
品
川
柑
能
青
島
庄
に
邸
す
る
部

札
柄
。
延
文
二
年
七
且
二
日
悦
宗
終
光
の
判
加
古
に
、『
天

野
安
鐙
守
法
政
防
衛
能
鷲
凶
能
青
島
東
方
内
野
附
・

飯
捕
繭
村
』
と
見
え
、
叉
能
驚
名
跡
志
に
は
、『
野
崎

dr
 

村
御
縦
既
に
て
、
高
札
お
あ
り
。
ぬ
の
路
に
て
千
石

お
は
此
村
と
向
町
村
崎
川り
也
。
』
と
あ
る
。

こ
の
地
に

一
本
松
と
帯
す
る
赤
訟
が
あ
り
、
樹
hm
二
六
米
地
川、

胸
一品
川
胤
六
米
、
地
上
一
米
八
の
腕
に
て
五
幹
に
分

か
れ
、
技
終
凶
方
に
腕
が
っ
て
れ
に
枇
大
で
あ
る。

ノ
ザ
キ
オ
リ
ト

野
崎
織
人
初
め
金
十
郎
。
矢

継
三
郎
従
容
の
後
を
受
け
て
二
百
石
を
鎖
し
た
が
、

天
明
大
年
十
一
且
什
二
日
続
賊
を
行
う
た
こ
と
鉛
刻

し
て
揚
屋
に
入
。
、
後
退
剛
聞
を
命
ぜ
ら
れ
て
八
年
四

且
叶
一
日
記
既
に
出
渡
し
た
o
時
に

H
七
訟
。

ノ
ザ
キ
カ
ネ
ミ
チ

野
崎
譲
温

辺
都
市
郎
右
衛

門
。

箆
橋

一
由自の
子
で
野
崎
氏
を
冒
し
、
二
百
石
を

領
し
、
元
隊
五
年
間
目
。

そ
れ
よ
り
五
代
織
入
に
宝
。

家
断
絶
し
た
。

ノ
ザ
キ
ゲ
ン
シ
ョ
ウ

野
崎
玄
省
大
畑
一
一
号
滞
京

前

m利
明
の
的
金
祁
に
在
っ
た
時
近
討
と
な
り
、
瓜

治
=
一
年
大
型
寺
に
移
る
に
及
び
、
知
行
五
十
石
を
給

う
て
、
そ
の
生
母
市
山
副
院
附
の
肢
と
な

o、
究
支
配

年
間
山
叫
院
法
逝
後
は
誕
邸
側
に
判
じ
、
元品開」
l
凶
作

夜
、
日
千
年
入
十
説
。
玄
省
的
ら
刊

Mmを
能
く
し
た
と

・ぃP
O

L
ぷノ

ザ
キ
ジ
ヨ
ウ

野
崎
城

山
出
品
川
“
能
管
ぬ
の
野

崎
に
在
っ
て
、
里
入
は
城
山
と

mす
る
が
、
日
際
凶
明

桜
一で
あ
っ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

ノ
ザ
キ
ノ
プ
カ
ズ

野
崎
宣
三

迎
群
惣
八
。

正

保
凶
年
初
め
て
附
則
利
お
に
臼

へ
、
政
加
附
と
も
二

百
行
に
京
り
、
流
治
一
苅
年
大
小
将
組
表
例
納
戸
別中
行

に
任
じ
、
元
政
七
年
御
兎
、，
寸
五
年
八
十
一
円
以
宇
以

て
授
。

子
孫
相
続
い
で
滞
に
仕
へ
ろ
。

/
ザ
ラ
シ
野
晒

mm昨
州側
午
一卜
領
の
裕
治
砂
町

で
、
白
川
町
の
訓
抗
日
に
先
制
ι

よ
り
名
前
で
あ
ろ
と
杷
寸

る。
ノ
ジ

野
地

山
内，
能
楽
制
限
梅
郷
に
闘
す
る

部
族
。
=
一
宮
古
犯
に
、
河
内
陀
内
野
地
白
人
際
問
郎

が
見
止
る
。

ノ
シ
ア
ハ
ピ

銭
斗
抱

臥
東
川
叩
刷
れ
山川
の
飽
品
川

は
、
特
に
愉
応
の
お
士
の
郭
殺
と
す
る
所
で
あ
っ
た

が
、
前
川
氏
は
米
誌
を
給
し
て
之
を
保
殺
す
る
と
共

に
、
そ
の
製
す
る
拠
斗
飽
及
び
乾
飽
を
滞
に
納
れ
て

辺
上
に
日
て
し
め
た
。
明
治
の
後
山
間
斗
飽
の
加
盟
を

絶
っ
た
か
ら
、
海
士
は
そ
の
製
造
を
止
め
、
乾
飽
即

ち
議
飽
の
版
m
M
の
み
を
同
日
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ノ
シ
h
F

テ

銭
斗
立

四
分
仮
な
ど
を
緊
に
孤
ベ

た
仮
出
掛
。
安
政
三
年
八
月
本
欄四
郎
の
風
州
都
に
、『
御

賠
宅
御
闘
関
斗
立
吹
倒
』
な
ど
a
h

あ
る
。

ノ
シ
メ
長
斗
目

滞
政
時
代
に
、
穂
援
の
際
に

六
五
三


